
学校番号 １１７ 

令和２年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２単位 年次 2 年次 

使用教科書  

副教材等 ステップアップ高校スポーツ （大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業の約束を守りましょう 

１授業時間を守る。２服装を守る。３忘れ物をしない。４見学時の連絡。 

「自分から」取り組みましょう 

１準備運動や係りの仕事など「自分から」やりましょう。２できないことをできるようにするため

調べたり聞いたり工夫したりと指示を待つのではなく「自分から」取り組もう。３自ら学び、自

ら考える力を育てるために「運動の学び方」を重視します。 

自己評価や相互評価を大切にしよう 

１自分の態度や服装・技能を自分で評価する。２友人とお互い評価しあい、それを励みに次の段階

に進もう。３先生の評価や指導・アドバイスをどんどん取り入れよう。 

 

２ 学習の到達目標 

心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的な実

践を通して運動を習慣化する。 

生涯にわたって、豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく、日常生活で

生かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともみ、健康の保持増進のた

めの実践力の育成と体力の向上を図り、適切に判断する能力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しみや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客観

的に判断できる。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取り組みを

工夫できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことが出来る。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に挑

戦する。 

運動の合理的な実践

を通して、種目特性

に応じて勝敗を競っ

たり、攻防を展開し

たり表現するための

各領域の運動特性に

応じた段階的な技能

を身につける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート等 

体育理論のテスト 

ノート等 

技能観察 

スキルテスト 

ノート等 

体育理論のテスト 

ノート 

レポート等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

器
械
運
動 

マット運動 

 回転系 接転技、ほん転技 

 巧技系 

 発展技 

 演技構成 

○ ○ ○ ○ 

a:安全を確保できた上で、よい

演技を讃えようとする、自己責

任を果たそうとするなど、自主

的に取り組もうとしている。 

b:各種目を豊かに実践するため

の自己の課題に応じた運動の取

り組み方を工夫している。 

c:各種目の特性に応じた、各種

目、演技特有の技能を身につけ

ている。 

d:技術や技の名称や行い方、運

動方法の理解。 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

レポート 

 

水
泳 

4 泳法 

記録計測（100m 個人メドレ

ー、25m バタフライ） 

○ ○ ○ ○ a: 水の特性をつかみ、積極的に

泳法を学び取ろうとする 

b: 速く、また長く泳ぐために効

果的な練習を、実行すること

ができる。 

c: 4 泳法の習得 

d: 各種目の技能について、正

しいイメージをもつことが

できる。 

安全面の配慮を、心肺蘇生法

などとも関連させながら理解

できるようにする。 

受講態度の

観察 

記録測定 

技能観察 



二
学
期 

体
育
理
論
（運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
学
び
方
） 

技能の上達過程と練習 

効果的な動きのメカニズム 

技能と体力 

体力トレーニング 

 

 

 

 

○ ○  ○ a:運動技術と運動技能の向上の

ために必要な目標の設定方

法、練習計画の立て方につい

て学習できる。体力を高める

方法について、積極的に学習

できる。 

b: 運動技術の種類、運動技能の

上達過程、運動技能を高める

ための方法について自らが行

ったことのある種目に当ては

めて考えることができる。 

d: 様々な運動種目について、

どのような運動技術を必要

とするのか正しく理解でき

る。運動技能の上達過程と練

習曲線について、運動技能を

向上させるための目標設定

や練習計画の立て方につい

て正しい知識をもつことが

できる。体力の高め方につい

て、正しい知識をもつことが

できる。 

受講態度の

観察 

レポート 

技能観察 

球
技
（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）  

個人技能（レシーブ・トス・

スパイク・ブロック・サービ

ス） 

集団の技能（対人パスなど） 

ゲーム 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 基本的な個人技能や集団技

能を身につけ、チームの特徴

を生かした攻撃と防御の連携

プレーをゲームで発揮できる

ようにする。 

b: チーム内で、個人技能を組み

合わせた連携プレーを使っ

て、適切な作戦を考えること

ができる。 

c: レシーブ・トス・スパイク・

ブロックなどの基本を着実に

身につける。 

d: ネット型のゲームの特性や

ルールを理解し、安全に練習

やゲームを行う。 

受講態度の

観察 

技能観察 

ゲーム結果 

スキルテスト 



球
技
（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
） 

個人技能（ハイクリアー、ド

ロップ、ヘアピン、ロブ、ド

ライブ、サービス） 

集団技能 

ゲーム（シングルス、ダブル

ス） 

○ ○ ○ ○ a:基本的な技能を身につけるた

めの効果的な練習方法を考

え、積極的に実行することが

できる。 

b: 相手の動きやフライトの特

徴に対して、より有効な攻撃

を考え、ゲームに生かすこと

ができる。 

ダブルスでは、パートナーの

特徴を生かした攻撃を考える

ことができる。 

c: ハイクリア・ドロップ・ドラ

イブ・スマッシュなどの打法

やサービス・レシーブなどの

基本を着実に身につけ、多彩

なプレーを組み立てられるよ

うにする。 

d: ネット型のゲームの特性や

バドミントンのルールを理解

し、安全に練習やゲームを行

うための、正しい知識をもつ

ことができる。 

受講態度の

観察 

技能観察 

ゲーム結果 

スキルテスト 

 

三
学
期 

陸
上
（長
距
離
走
） 

１２分間走 

１５００Ｍ 

２５００Ｍ 

シャトルラン 

○ ○ ○ ○ a: 速く走るために、どのような

フォームで走ればよいか、ど

のような技能が必要であるか

を積極的に調べ取り組むこと

ができる。 

b: 速く走るために効果的な練

習を、自己や集団の能力に応

じて、実行することができる。 

c: 短距離走とは異なる，ストラ

イド走法、ピッチ走法など，

自分にあったフォームを取り

入れ、ペース配分などを考え

て、走ることができる。 

d: 速く・長く走るために必要な

体力を高めるための効果的な

練習法やトレーニングについ

て、正しい知識をもつことが

できる。 

受講態度の

観察 

記録計測 

技能観察 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


